
誹謗中傷ホットライン 活動報告
（2023年1月1日～2023年12月31日）



誹謗中傷ホットライン
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• ネット上で誹謗中傷に晒されている被害 
者からの連絡を受け、コンテンツ提供事 
業者に、各社の利用規約に基づき削除等 
の対応を促す通知（以下、通知）を行う

• 立場の弱い私人や個人商店等が対象

• 被害者が児童/生徒の場合には、保護者
や学校関係者からの連絡も受付ける

• 2020年6月29日運用開始

• 新型コロナウィルス感染症罹患者やアス
リートに対する誹謗中傷も対象



連絡件数

件数
2,465件
人数
1,501名
属性
本人 2,276件（1,361名）
保護者    138件（98名）
学校関係者      51件（42名）
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誹謗中傷ホットラインが2023年1月1日～12月31日までの間に受理した連絡件数は2,465件。
前年（2,152件）から313件増。

本人

92.3%

保護者
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学校関係者
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誹謗中傷を受けた本人と相談者の関係
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わかっている

41.5%
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書き込んだ相手を認識しているかどうか



参考：連絡件数（6ヶ月比較）
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誹謗中傷情報の該当性

該当     636件
非該当     1829件

主な非該当理由（※複数該当を含む）

実在の個人が特定できない
（ハンドルネーム等で実在の個人が特定できない等） 587件 32.1%

公共公益目的でないことが明らかとはいえない 122件 6.7%

社会的評価が低下する内容や侮辱的な内容とはいえない 157件 8.6%

内容不明（連絡者指定の投稿を特定できない等） 372件 20.3%

その他
（被害者本人ではない、企業からの連絡、内容重複等） 591件 32.3%
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連絡のあった2,465件の中で誹謗中傷情報に該当したのは636件（25.8%）であった。
前年同期（27.8％）と比較し横ばいであった。
非該当事例は実在の個人が特定できないケースが多数。

該当
25.8%

非該当
74.2%

特定誹謗中傷情報該当性



通知結果

該当数
636件
通知数

907URL
削除確認

579URL
削除率

63.8％
「該当」案件1件につき複数の通知を行う場合
があるため、 「該当数」と「通知数」 は異なる
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各社の利用規約に基づき削除等の対応を促す通知を行った結果、誹謗中傷情報の削除が行われたの
は579URL、削除率63.8%であり、約6割が削除された。
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通知を送付したサイトの属性
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誹謗中傷情報に該当したため、各社の
利用規約に基づき削除等の対応を促す
通知を行ったコンテンツ提供事業者の
属性としては、SNSが30.7%と多数
。次いで匿名掲示板が24.2%
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匿名掲示板
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ブログ
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地図サイト口コミ
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ポータルサイト
0.3%

掲示板ミラーサイト
0.1%
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